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調べ、 1 グループ 3、4 名のグループワークと、
それに基づいたゼミの全体討議で構成された。 









ては LINE が最も多く、 8 割以上の学生が日常
的に使用していた。 











































































a. 匿名で SNS に書き込んでも専門的知識を持
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教職実践演習の実践的展開と教育可能性― SNS の情報リテラシー指導を中心に―
つ読者によって、書き込んだ人物が特定され
ることが多い。したがって、匿名だからといっ
て軽率な書き込みは避けるべきである。 
b. 特に匿名性に隠れて、他者を誹謗中傷する書
き込みはしない。 
c. 写真をアップする際には写っている人の許可
を取る。写真に位置情報が入っていないかな
ど注意する（位置情報から個人情報が漏洩す
る場合ある）。 
d. 掲示板への書き込みは、多くの場合、身近な
人間のみが読むことを想定して書き込むこと
が多いが、世界中で閲覧可能なことが多く（公
開範囲をつけても簡単に設定を解除すること
が可能）、世界に発信している自覚を持つ。 
e. メール、書き込みの文章の表現不足、言葉足
らずによって、誤解を招いたり、トラブルの
原因となることも多い。一度書いた文章は良
く推敲してから、アップロードする。 
f. 一度書き込んだ内容、アップロードした写真
は、ほかのサーバーに拡散し、保存されてし
まうと、完全に削除することは不可能であり、
生涯ついて回ることを自覚するべきである。 
g. LINE のグループに過度に依存しない。携帯
を開かない時間を決める等の自覚的抑制が必
要である。 
h. 他者のプライバシー、個人情報の漏洩には、
十分な注意をする。 
i. 上述の内容の指導法として有効な方法は、
HP 作りを通して情報発信の仕方を教える。
学級通信やお知らせの配信などが提案され
た。 
 
4. 演習の学生への教育的効果 
　こうした内容についての学生のグループワー
ク、全体討議などを通じての学生の感想は、「自
分自身も知らなかった内容に気づかされた」、
「問題の重大さに改めて気づかされた」、「中学
生、高校生はさらに無自覚に SNS を使ってい
るだろう。指導の、情報伝達の必要性を強く感
じた」、「SNS の進歩に教育がついていくのは
大変だ」などであった。実例、問題の所在、解
決の方策などについての意見交換は、学生自身
の知識の増加、自覚の高まり、将来の教育者と
しての自覚など教育効果は大きいものであっ
た。特に、こうした社会が未経験の現代的問題
に対する情報収集、実態把握、対策の検討は、
学生たちの問題解決能力を高める方法として大
変有効であることが明らかになった。 
 
